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教育・研究活動報告	
出前講義の実施状況	
環境管理センターの専任教員による主に学生実験開始時に各学部に赴き，センターの業務・役割等
の概要説明と環境・安全管理について出前講義を行っている。この出前講義では，「岡山大学環境管
理センター概要」及び「環境安全の手引き（岡山大学環境安全教育資料）」を使用しており，定期的
に見直し改訂を行っている。環境安全の手引きは，①環境管理，②化学物質管理，③廃棄物管理，④
廃液管理，⑤排水管理，⑥安全管理の 6 章の構成となっており，学生実験開始時，学部独自の教育，
教職員への管理方法の解説等と広く使用されている。講義では，基本的な法令の説明と各項目の管理
上のルール等について実例を混じえて説明を行っている。
平成 28 年度の学生実験開始時に行われた講義の実績は，次のとおりである。 
   平成 28 年度出前講義の実績 
実施年月日 対	 	 象	 	 者	 	 等 人数 申	 込	 者
平成28年 4月 4日 
  4月 5日 
4月 7日 
  4月 7日 
 4月28日 
     5月 9日 
   5月17日 
 5月19日 
 6月 9日 
10月 3日 
10月 4日 
12月 8日 
理学部生物学科2年 
農学部3年、他大学出身大学院生 
環境理工学部環境物質工学科2年 
工学部化学生命学科3年 
工学部化学生命学科3年 
農学部他大学出身大学院生
理学部地球科学科1年 
工学部化学生命学科3年 
一般教育 生物学実験受講生
農学部2年 
農学部2年 
一般教育 生物学実験受講生
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  40 
  40 
  40 
  30 
  45 
40 
  40 
  35 
  35 
40 
中堀	 	 清
宗正 晋太郎
田嶋	 智之
金山	 直樹
金山	 直樹
辻	 	 岳人
山中	 寿朗
金山	 直樹
中堀	 	 清
田村 隆
田村	 	 隆
中堀 清
平成28年度合計 425 名      
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講習会等開催状況	
廃液処理技術指導員講習会	
	 実験等によって発生する廃液は，分別・貯留を行い，指定された日時に環境管理センターに搬
入し，内容，重量などの確認を行った後，中間処理業者へまとめて委託処理を行っている。この
廃液処理においては，「廃液処理技術指導員制度」が導入されている。無機廃液及び有機廃液
（特殊廃液も含む）を処理する場合には，廃液処理技術指導員の指導下で貯留，センターへの搬
入を行わなければならない。	
	 廃液処理技術指導員は，センターが開催する指導員講習会を受講した上で，認定，登録される。
平成 28 年度は 2 回の指導員講習会を実施した。講義では，指導員としての基礎的知識として環
境安全と廃液処理システムについての講習を行った後，実際の廃液の扱いや廃液受入手順等を説
明している。	
廃液処理技術指導員講習会（津島地区）	
日	 時：平成 28 年 5 月 10 日（木）14:00～15:30	
会	 場：自然科学研究科棟２階	第二講義室	
内	 容：挨拶	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
環境安全と廃液管理システム	 環境管理センター	 助教	 加瀬野	 悟	
廃液の貯留及び受入時の留意点	 安全管理課	 主任専門職員	 秋吉	 延崇	
廃液処理技術指導員講習会（鹿田地区）	
日	 時：平成 28 年 12 月 13 日（火）14:00～15:25	
会	 場：臨床講義棟	臨床第一講義室	
内	 容：挨拶	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
環境安全と廃液管理システム	 環境管理センター	 准教授	 竹内	 文章	
廃液の貯留及び受入時の留意点	 安全管理課	 主任専門職員	 秋吉	 延崇	
これらの講習会に参加し，新たに認定登録された指導員は以下の 19 名である。	
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平成２８年度	 廃液処理技術指導員認定者名簿（平成 28 年 5 月 7 日開催分）	
部	 局	 名	 職	 	 名	 氏	 	 名	 登録番号	
大学院環境生命科学研究科（環）	 助教	 新	 				史紀	 S1734	
大学院医歯薬学総合研究科（薬）	 准教授	 高山	 		房子	 S1737	
大学院医歯薬学総合研究科（歯）	 助教	 川瀬	 		明子	 S1736	
大学院医歯薬学総合研究科（薬）	 助教	 田中	 	啓祥	 S1738	
大学院医歯薬学総合研究科（医）	 助教	 	勅使川原	早苗	 S1735	
大学院医歯薬学総合研究科（薬）	 助教	 水野	 	 	 環	 S1739	
医学部	 技術専門職員	 貝原	 恵子	 S1740	
岡山大学病院	 講師	 秋山	 謙太郎	 S1741	
岡山大学病院	 助教	 奥井	 達雄	 S1742	
岡山大学病院	 助教	 当真	 貴志雄	 S1743	
岡山大学病院	 助教	 宮本	 	 	 聡	 S1744	
異分野基礎科学研究所	 助教	 森	 	 	 裕樹	 S1745	
自然生命科学研究支援センター	 技術職員	 川上	 真以	 S1746	
埋蔵文化財調査研究センター	 助教	 南	 健太郎	 S1747	
異分野融合先端研究コア	 助教（特任）	 陳	 望	 S1748	
平成２８年度	 廃液処理技術指導員認定者名簿（平成 28 年 12 月 13 日開催分）	
部	 局	 名	 職	 	 名	 氏	 	 名	 登録番号	
大学院自然科学研究科（工）	 助教	 渡邉	 貴一	 S1749	
大学院医歯薬学総合研究科（医）	 助教	 長岡	 憲次郎	 S1750	
大学院医歯薬学総合研究科（医）	 助教	 山本	 健一	 S1751	
大学院医歯薬学総合研究科（医）	 技術補佐員	 近藤	 むつみ	 S1752	
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平成 28 年度化学物質管理講習会	
	 化学物質を取り扱う教職員及び管理担当者に対して，化学物質管理講習会を津島地区及び鹿田
地区で開催した。講習会には，テレビ会議を通じて，三朝地区においても参加があった。	
化学物質管理講習会（1）（津島地区）	
日	 時：平成 28 年 5 月 26 日（木）14:15～15:00	
会	 場：一般教育 E 棟 21 講義室	
内	 容：挨拶	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
化学物質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度化学物質管理状況	
監査結果について	 環境管理センター	 助教	 加瀬野	 悟	
質疑応答	
	 	 参加者：8 名	
化学物質管理講習会（2）（津島地区）（テレビ会議）	
日	 時：平成 28 年 5 月 30 日（月）14:15～15:00	
会	 場：自然科学研究科棟 2 階	大講義室	
内	 容：挨拶	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
化学物質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度化学物質管理状況	
監査結果について	 	 環境管理センター	 助教	 加瀬野	 悟	
質疑応答	
	 	 参加者：23 名	
化学物質管理講習会（3）（鹿田地区）	
日	 時：平成 28 年 6 月 1 日（水）17:30～18:15	
会	 場：記念会館 2 階	会議室	
内	 容：挨拶	 環境管理センター長	 西村	伸一	
化学物質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度化学物質管理状況	
監査結果について	 環境管理センター	助教	加瀬野	悟	
質疑応答	
	 	 参加者：16 名	
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	 平成 28 年度水質管理講習会	
	
化学物質を取り扱う教職員及び管理担当者に対して，水質管理講習会を津島地区及び鹿田地区
で開催した。講習会には，テレビ会議を通じて，三朝地区においても参加があった。	
	
水質管理講習会（1）（津島地区）	
	
日	 時：平成 28 年 5 月 26 日（木）15:10～15:55	
	
会	 場：一般教育 E 棟 21 講義室	
	
内	 容：挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
	
水質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度水質管理状況について	
環境管理センター	 助教	 加瀬野	 悟	
	
質疑応答	
	
	 	 	 参加者：6 名	
	
	
水質管理講習会（2）（津島地区）（テレビ会議）	
	
日	 時：平成 28 年 5 月 30 日（月）15:10～15:55	
	
会	 場：自然科学研究科棟２階	大講義室	
	
内	 容：挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
	
水質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度水質管理状況について	
環境管理センター	 助教	 加瀬野	 悟	
	
質疑応答	
	
	 	 	 参加者：21 名	
	
	
水質管理講習会（3）（鹿田地区）	
	
日	 時：平成 28 年 6 月 1 日（水）18:20～19:05	
	
会	 場：記念会館 2 階	会議室	
	
内	 容：挨拶	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
	
水質管理規程及び実施要項並びに平成 27 年度水質管理状況について	
環境管理センター	助教	 加瀬野	 悟	
	
質疑応答	
	
	 	 	 参加者：15 名	
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平成 28 年度環境管理員講習会	
水質管理及び廃棄物管理の管理担当者に対して，環境管理員講習会を開催した。講習会には，
テレビ会議を通じて，三朝地区においても参加があった。	
環境管理員講習会（テレビ会議）	
日	 時：平成 28 年 5 月 30 日（月）16:05～16:50	
会	 場：自然科学研究科棟 2 階	大講義室	
内	 容：挨拶	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
環境管理規則及び環境管理員の選任について	
環境管理センター	助教	加瀬野	悟	
質疑応答	
	 	 参加者：23 名	
平成 28 年度グリーン調達講習会	
公費で物品を購入する教職員に対して，グリーン調達講習会を津島地区で開催した。	
グリーン調達講習会	
日	 時：平成 28 年 7 月 12 日（火）15:10～16:10	
会	 場：本部棟 6 階	第一会議室	
内	 容：挨拶	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
グリーン調達及び平成 28 年度調達方針について	
環境管理センター	助教	崎田	 真一	
質疑応答	
	 	 参加者：8 名	
− 14 −
平成 28 年度地球温暖化対策講習会	
地球温暖化対策・エネルギー管理に関わる担当者，フロン排出抑制法に関わる担当者及びその
他職員に対して，地球温暖化対策講習会を開催した。	
地球温暖化対策講習会	
日	 時：平成 28 年 7 月 12 日（火）14:00～15:00	
会	 場：本部棟 6 階	第一会議室	
内	 容：挨拶	 	 環境管理センター長	 西村	 伸一	
地球温暖化対策に関する実施基本計画及びフロン排出抑制法並びに	
家庭で役立つ省エネ対策について	
環境管理センター	 准教授	 竹内	 文章	
質疑応答	
	 	 参加者：16 名	
− 15 −
公開講演会等開催状況
環境管理センター公開講演会	
平成28年6月18日（土）に、環境管理センター公開講演会を「資源循環からみた未来社会の構図
」というテーマで、岡山大学創立50周年記念館で開催しました。最初に川本克也岡山大学大学院
環境生命科学研究科教授（前岡山大学環境管理センター長）による挨拶と趣旨説明が行われた後
に、次の3題の講演がありました。 
(1)「人類と地球の関係が変わる21世紀の未来設計図」 
(一財) 持続性推進機構・理事長 安井 至 氏 
(2)「都市鉱山を活用する資源循環の未来」 
東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻・特任准教授 醍醐 市朗 氏
(3)「川崎エコタウン事業の経験と今後の取組	 ～環境技術・環境産業を活かした 
	 	 サステナブル・シティの創造に向けて～」
川崎市経済労働局国際経済推進室 小林 昭一 氏
地球温暖化対策に関するパリ協定等の課題実現のための考え方・対策事例、都市鉱山の”可採な
資源”としての効果的活用、川崎エコタウンの優れた技術紹介と今後の課題等の持続可能な未来社
会を構築するうえでの様々な情報提供が行われ、参加者から活発な質問がありました。
最後に西村 伸一岡山大学環境管理センター長から、閉会の挨拶が行われ、毎年6月の環境月間
行事として公開講演会を開催しており、今後もご参加くださいとの説明がありました。
学内外参加者は82名でアンケートによる満足度（5段階）の調査では、平均4.1という結果でした
。今後も継続してこのような講演会を開催して欲しいという要望が多くありました。
本講演会の内容については、環境管理センター発行の「環境制御」第38号（2016）に紹介して
いるのでご覧ください。	 [http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/files/public/5/55127/2017042014115553713
7/erc_038_002_011.pdf] 
公開講演会のポスター	
公開講演会の様子	
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平成28年度 環境管理センター公開講演会 
資源循環からみた未来社会の構図 
開催日時：平成28年 6月18日（土）13:15〜17:05 
会	 	 場：岡山大学創立50周年記念館	
主	 	 催：岡山大学環境管理センター	
プログラム
13:15～13:20 	 挨拶・趣旨説明	 岡山大学大学院	環境生命科学研究科	教授	 川本	克也 
13:20～14:30 	 「人類と地球の関係が変わる21世紀の未来設計図」 
(一財)	持続性推進機構	理事長 安井	至
14:30～14:40 	 質疑応答 
14:40～15:00 	 休	 憩 
15:00～16:00 	 「都市鉱山を活用する資源循環の未来」 
東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻 特任准教授 醍醐 市朗
16:00～17:00 	 「川崎エコタウン事業の経験と今後の取組	 ～環境技術 
・環境産業を活かしたサステナブル・シティの創造に向けて～」
川崎市経済労働局国際経済推進室 小林	昭一
17:00～17:05	 閉会挨拶 岡山大学環境管理センター長 教授 西村	伸一
公開講演会等開催状況
環境管理センター公開講演会
平成28年6月18日（土）に、環境管理センター公開講演会を「資源循環からみた未来社会の構図
」というテーマで、岡山大学創立50周年記念館で開催しました。最初に川本克也岡山大学大学院
環境生命科学研究科教授（前岡山大学環境管理センター長）による挨拶と趣旨説明が行われた後
に、次の3題の講演がありました。
(1)「人類と地球の関係が変わる21世紀の未来設計図」
(一財) 持続性推進機構・理事長 安井 至 氏
(2)「都市鉱山を活用する資源循環の未来」
東京大学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻・特任准教授 醍醐 市朗 氏
(3)「川崎エコタウン事業の経験と今後の取組 ～環境技術・環境産業を活かした
サステナブル・シティの創造に向けて～」
川崎市経済労働局国際経済推進室 小林 昭一 氏
地球温暖化対策に関するパリ協定等の課題実現のための考え方・対策事例、都市鉱山の”可採な
資源”としての効果的活用、川崎エコタウンの優れた技術紹介と今後の課題等の持続可能な未来社
会を構築するうえでの様々な情報提供が行われ、参加者から活発な質問がありました。
最後に西村 伸一岡山大学環境管理センター長から、閉会の挨拶が行われ、毎年6月の環境月間
行事として公開講演会を開催しており、今後もご参加くださいとの説明がありました。
学内外参加者は82名でアンケートによる満足度（5段階）の調査では、平均4.1という結果でした
。今後も継続してこのような講演会を開催して欲しいという要望が多くありました。
本講演会の内容については、環境管理センター発行の「環境制御」第38号（2016）に紹介して
いるのでご覧ください。 [http://ousar.lib.okayama-u.ac.jp/files/public/5/55127/2017042014115553713
7/erc_038_002_011.pdf]
公開講演会のポスター
公開講演会の様子
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環境管理センター公開講座	
平成28年12月10日（土）に、環境管理センター公開講座を環境理工学部棟1階101室で開催しまし
た。「日本の環境問題と岡山大学の環境活動」というテーマで次の3題の内容について講義方式で行
われました。
(1)「日本の環境政策の変遷と環境マネジメント」 環境管理センター長	 西村伸一
(2)「地球温暖化対策を考える」	 環境管理センター 	 	 准教授	 竹内文章
(3)「岡山大学環境報告書を読む」	 環境管理センター 助教	 崎田真一
最初に、公害問題に端を発した日本の環境問題が、時代と共に変化していった中で、それに対応
した日本の環境政策の変遷の中で生まれた環境マネジメントという考え方についての講義がありま
した。次に地球温暖化についての影響、対策の重要性、岡山大学における実施基本計画や身近な対
策の事例、対策についての検証結果等の説明が行われました。最後に毎年公表している「環境報告
書」を通して、本学における環境管理組織、環境教育・研究活動、自主的環境活動、活動に伴う環
境負荷の状況等についての説明がありました。
受講者からの満足度は高いものでした。環境配慮活動の重要性について改めて認識することがで
きて有意義であった、このような講座を継続して頂きたい等の感想がありました。さらに、様々な
環境改善に係わる課題について、今後も社会貢献に尽力して頂きたい等の要望もありました。
修了証書授与式	公開講座の様子	
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平成28年度 環境管理センター公開講座 
日本の環境問題と岡山大学の環境活動 
開催日時：平成28年12月10日（土）13:00〜16:50 
会	 	 場：岡山大学環境理工学部棟1階	 101講義室
プログラム
13:00～14:10 	 「日本の環境政策の変遷と環境マネジメント」 
岡山大学環境管理センター長(教授) 西村 伸一
14:20～15:30 	 「地球温暖化対策を考える」 
岡山大学環境管理センター 准教授 竹内 文章
15:40～16:50 	 「岡山大学環境報告書を読む」 
岡山大学環境管理センター 助教 崎田 真一	
環境管理センター公開講座
平成28年12月10日（土）に、環境管理センター公開講座を環境理工学部棟1階101室で開催しまし
た。「日本の環境問題と岡山大学の環境活動」というテーマで次の3題の内容について講義方式で行
われました。
(1)「日本の環境政策の変遷と環境マネジメント」 環境管理センター長 西村伸一
(2)「地球温暖化対策を考える」 環境管理センター 准教授 竹内文章
(3)「岡山大学環境報告書を読む」 環境管理センター 助教 崎田真一
最初に、公害問題に端を発した日本の環境問題が、時代と共に変化していった中で、それに対応
した日本の環境政策の変遷の中で生まれた環境マネジメントという考え方についての講義がありま
した。次に地球温暖化についての影響、対策の重要性、岡山大学における実施基本計画や身近な対
策の事例、対策についての検証結果等の説明が行われました。最後に毎年公表している「環境報告
書」を通して、本学における環境管理組織、環境教育・研究活動、自主的環境活動、活動に伴う環
境負荷の状況等についての説明がありました。
受講者からの満足度は高いものでした。環境配慮活動の重要性について改めて認識することがで
きて有意義であった、このような講座を継続して頂きたい等の感想がありました。さらに、様々な
環境改善に係わる課題について、今後も社会貢献に尽力して頂きたい等の要望もありました。
修了証書授与式公開講座の様子
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研  究  活  動
（平成 28 年 4 月～平成 29 年 3 月） 
１．論 文 等
（原著論文）
1.  柴田俊文，西村伸一，珠玖隆行：水平変位の高精度な予測を目的とした圧密問題の逆解
析，土木学会論文集 A2（応用力学）, 72(2), I_97-I_107 (2016)
2.  西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行：長期圧密予測解析パラメータ同定法の検証，土木学会論
文集 A2（応用力学）, 72(2), I_35-I_43 (2016)
3.  Nishimura, S., Shibata, T., Shuku, T.: Diagnosis of earth-fill dams by synthesized approach of
sounding and surface wave method, Georisk, 10(4), 312-319, DOI:10.1080/17499518.2016.1197406
(2016)
4.  西村伸一，吉田舞子，大久保賢治，珠玖隆行，柴田俊文：乾湿繰り返しによる底泥の物理
化学特性の変化，農業農村工学会論文集，84(3), II_45-II_50 (2016)
5.  Shuku, T, Fujisawa, K., Nishimura, S., Shibata, T.: Numerical simulation of embankment failure due
to overflow by moving particle semi-implicit method, Irrigation, Drainage and Rural Engineering
Journal, 301, I-31-38 (2016)
6.  水間啓慈，西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行：応答曲面法によるため池破堤リスクの簡易評
価，農業農村工学会論文集，84(1), I_47-I_55 (2016)
7.  Nishimura, S., Shuku, T., Shibata, T.: Reliability-based design of earth-fill dams to mitigate damage
due to severe earthquakes, Georisk, 10(1), 83-90, DOI:10.1080/17499518.2015.1124123 (2016)
8.  Oki, C., Sajiki, G., Sakida, S., Benino, Y., Nanba, T.: Investigation of electronic structure of
amorphous niobium oxide based on the density functional theory calculation of crystalline niobium
pentoxide polymorphs, J. Ceram. Soc. Jpn., 124(12), 1221-1225 (2016)
9. Nakayama, H., Adachi, N., Atarashi, H., Uchida, T., Yamazaki, S., Kimura, K.: Size control of
aromatic polyamide hollow spheres prepared by reaction-induced phase separation, Polymer, 111,
239-243, DOI: 10.1016/j.polymer.2017.01.060 (2017)
10. Shojo, D., Sugimori, H., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of aromatic polyimide particles
having clear morphology by polymerization of salt monomers, High Perform. Polym., 28(10), 1139-
1150, DOI: 10.1177/0954008315619998 (2016)
11. Kanetaka, Y., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of poly(ether ketone)s derived from 2,5-
furandicarboxylic acid via nucleophilic aromatic substitution polymerization, J. Polym. Sci. Part A:
Polym. Chem., 54(19), 3094-3101, DOI: 10.1002/pola.28193 (2016)
12. Ohnishi, T., Nakagawa, M., Wakabayashi, K., Uchida, T., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of
helical crystals of aromatic poly(ester-imide) and on-off switching of helix formation, Polymer, 98,
378-386, DOI: 10.1016/j.polymer.2016.06.055 (2016)
13. Kanetaka, Y., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of Poly(ether ketone)s Derived from 2,5-
Furandicarboxylic Acid by Polymerization in Ionic Liquid, Macromolecules, 49(4), 1252-1258, DOI:
10.1021/acs.macromol.5b02788 (2016)
14. Ohnishi, T., Yamazaki, S., Kimura, K.: One-Pot Preparation of Aromatic Poly(ester-imide) Crystals
by Crystallization during Polymerization, J. Fiber Sci. Technol.,72(2), 49-53, DOI:
10.2115/fiberst.2016-0008 (2016)
15. Kanetaka, Y., Yamazaki, S., Kimura, K.: High Performance Polyesters Prepared from Bio-Based 2,5-
Furandicarboxylic Acid, J. Fiber Sci. Technol., 72(2), 54-60, DOI: 10.2115/fiberst.2016-0009 (2016)
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16. Ohnishi, T., Uchida, T., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of poly(ester-imide) ribbons
comprised of helical and non-helical blocks by copolymerization, RSC Advances, 6(104), 101995-
102002, DOI: 10.1039/c6ra22494f (2016)
17. Kanetaka, Y., Yamazaki, S., Kimura, K.: Synthesis of Poly(ether ketone)s from 2,5-
Thiophenedicarboxylic Acid, J. Photopolym. Sci. Technol., 29(2), 243-246 (2016)
18. Matsuoka, M. Nagare, H. Fujiwara, T.: Simulation of the Collection of Catch Crops for the Recovery
of Agricultural Resources using Geographic and Statistical Data, Transactions in Gis, 20(2), 221-239
(2016)
19. Akao, S., Nagare, H., Maeda, M., Kondo, K., Fujiwara, T.: Non-sterile simultaneous saccharification
and fermentation of corn leaves and stalks to l-lactic acid without external nutrient addition. Journal
of Material Cycles and Waste Management 18 (2), 208-214 (2016)
20. 永禮英明, 渡辺諒, 藤原拓, 赤尾聡史, 前田守弘：大型水生植物からのリン回収，土木学会
論文集 G （環境）, 72(8), III_249-III_254 (2016)
（国際会議報告書）
1. Fujisawa,  K., Murakami, A. Nishimura, S.: Estimation of Hydraulic Conductivity in an Embankment
Using Particle Filter, 6th Asian-Pacific Symposium on Structural Reliability and its Applications,
APSSRA2016, Shanghai, P.R. China (2016.5)
2. Nishimura,  S., Shibata, T., Shuku, T.: Prediction of Long-term Consolidation Behavior Considering
Nonlinearity and Spatial Variability of Soil Parameters, 6th Asian-Pacific Symposium on Structural
Reliability and its Applications, APSSRA2016, Shanghai, P.R. China (2016.5)
3. Hiwasa, G., Yamazaki, S., Kimura, K.: Effect of branched point and arm length in the formationof
shish of linear and star poly(L-lactic acid) (PLLA) blend, International Polymer Conference 2016
(IPC2016), Fukuoka, Japan (2016.12)
4. Yoshida, S., Yuki, N., Atarashi, H., Yamazaki, S., Kimura, K.: Change of molecular weight of cyclic
PLLA via transesterification and its availability as nucleating agents for linear PLLA, International
Polymer Conference 2016 (IPC2016), Fukuoka, Japan (2016.12)
5. Nozaki, A., Yamazaki, S., Kimura, K.: Preparation of Kapton-type Polyimide Crystals by Phase
Separation during polymerization, International Polymer Conference 2016 (IPC2016), Fukuoka,
Japan (2016.12)
6. Sanda, I., Yamazaki, S., Kimura, K.: Particles of Polyimide and Polyamide containing
Benzobisthiazole Unit prepared by Using Reaction-induced Phase Separation, International Polymer
Conference 2016 (IPC2016), Fukuoka, Japan (2016.12)
（紀要・その他）	
1.  難波徳郎, 崎田真一, 紅野安彦：スラグからのリン資源の回収, PHOSPHORUS LETTER, 86,
40-46 (2016)
２．著 書 
（なし）
３．口頭発表 
1.  今出和成，西村伸一，珠玖隆行，柴田俊文，村上章，藤澤和謙：CPT によるため池堤体の
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液状化確率評価, 第 51 回地盤工学研究発表会，岡山市 (2016.9) 
2.  西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行，西垣誠，今出和成：CPT による河川堤防の弱点箇所の同
定, 第 51 回地盤工学研究発表会，岡山市 (2016.9)
3.  珠玖隆行，工藤賢司，西村伸一，柴田俊文：ため池堤体を対象とした安定計算の信頼性評
価，第 51 回地盤工学研究発表会，岡山市 (2016.9)
4. 遠藤和弘，西村伸一，珠玖隆行：真空圧密工法のため池堤体への適用に関する基礎的研究，
第 51 回地盤工学研究発表会，岡山市 (2016.9)
5. 松本拓也 ，西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行：模型実験による砂質地盤の液状化挙動の把握，
第 51 回地盤工学研究発表会，岡山市 (2016.9)
6.  西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行：逆解析による長期圧密沈下予測法の検討，土木学会第 71
回年次学術講演会，仙台市 (2016.9)
7.  村上椋，柴田俊文，田本敏之，西村伸一，珠玖隆行：農業用水路トンネルのロックボルト
による補強に関する基礎的研究，土木学会第 71 回年次学術講演会，仙台市 (2016.9)
8.  村上椋，柴田俊文，田本敏之，西村伸一，珠玖隆行：地山，覆工，空隙とロックボルトと
の相互作用，第 71 回農業農村工学会中国四国支部講演会，松山市 (2016.10)
9.  今出和成，西村伸一，珠玖隆行，柴田俊文，村上章，藤澤和謙：CPT に基づく今後 50 年間
のため池堤体液状化確率評価，第 71 回農業農村工学会中国四国支部講演会，松山市
(2016.10)
10.  植田起也，西村伸一，柴田俊文，珠玖隆行：ため池堤体維持管理への物理探査の活用，第
71 回農業農村工学会中国四国支部講演会，松山市 (2016.10)
11.  西村伸一，吉田舞子，石田美鶴，柴田俊文，珠玖隆行：熱乾燥処理による石灰改質浚渫土
の圧縮強度促進効果，平成 28 年度農業農村工学会大会講演会，仙台市 (2016.8)
12.  今出和成，西村伸一，珠玖隆行，柴田俊文，村上章，藤澤和謙：CPT によるため池堤体内
部 N 値の空間分布推定，平成 28 年度農業農村工学会大会講演会，仙台市 (2016.8)
13.  村上椋，柴田俊文，田本敏之，西村伸一，珠玖隆行：農業用水路トンネルにおける地山と
ロックボルトの相互挙動，平成 28 年度農業農村工学会大会講演会，仙台市 (2016.8)
14.  元下知季, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎, 小原真司 : X 線異常散乱によるテルライトガラ
スの構造解析, 日本セラミックス協会第 29 回秋季シンポジウム, 東広島市 (2016.9)
15.  塩田将大, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : SnO ドープ ZnO-P2O5 系ガラスの発光特性, 日
本セラミックス協会第 29 回秋季シンポジウム, 東広島市 (2016.9)
16.  木多英斗, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : 還元溶融時における脱リンスラグの構成成分の
分配挙動, 日本セラミックス協会第 29 回秋季シンポジウム, 東広島市 (2016.9)
17.  藤本佳恵, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : 新たな塩基度評価手法の開発, 第 23 回ヤングセ
ラミスト・ミーティング in 中四国, 岡山市 (2016.12)
18.  Farah Amalina Binti Khairul Nizam, S. Sakida, Y. Benino, T. Nanba : Dissolution behavior of the
constituent elements of the municipal waste molten slag, 第 23 回ヤングセラミスト・ミーティン
グ in 中四国, 岡山市 (2016.12)
19.  青砥美穂, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎, 松本修治, 高田潤 : リチウムイオン電池の充放
電に伴う非晶質フェリハイドライトの構造変化, 第 23 回ヤングセラミスト・ミーティング
in 中四国, 岡山市 (2016.12)
20.  森川尚美, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : 液晶ガラスのリサイクル手法の開発, 第 23 回ヤ
ングセラミスト・ミーティング in 中四国, 岡山市 (2016.12)
21.  小林彩華, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : 異方性ガラスの作製と評価, 第 23 回ヤングセラ
ミスト・ミーティング in 中四国, 岡山市 (2016.12)
22.  藤本恵里花, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : ホウ酸塩系ガラスの 4 配位ホウ素生成の支配
因子の探求, 第 23 回ヤングセラミスト・ミーティング in 中四国, 岡山市 (2016.12)
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23.  原美季, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : SnO-P2O5 系ガラスの構造解析, 第 23 回ヤングセ
ラミスト・ミーティング in 中四国, 岡山市 (2016.12)
24.  塩田将大, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : SnO-ZnO-P2O5 系ガラスの構造と発光特性, 第
55 回セラミックス基礎科学討論会, 岡山市 (2017.1)
25.  菊川康一, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎, 椋木敦, 千葉保, 菊池孝浩, 桜木智史 : BPI ガラ
ス固化体の分子動力学シミュレーションを用いた構造解析, 第 55 回セラミックス基礎科学
討論会, 岡山市 (2017.1)
26.  永井福人, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : 土壌中のセシウムの揮発挙動に対する支配因子
の探索, 第 55 回セラミックス基礎科学討論会, 岡山市 (2017.1)
27.  小林彩華, 崎田真一, 紅野安彦, 難波徳郎 : リン酸塩ガラスの圧縮変形による力学的異方性,
日本セラミックス協会 2017 年年会, 東京 (2017.3)
28. 岡本衛, 新史紀, 山崎慎一, 木村邦生：重合相変化を利用した選択的ポリ L-乳酸の調製,第 31
回中国四国地区高分子若手研究会, 鳥取市 (2016.11)
29. 吉田沙央莉, 幸則孝, 新史紀, 山崎慎一, 木村邦生：環状ポリ乳酸のエステル交換反応によ
る分子量の変化と結晶化核材としての有用性の検討, 第 65 回高分子学会討論会 , 横浜市
(2016.9)
30. 波越史香, 新史紀, 山崎慎一, 木村邦生：2,5-フランジカルボン酸をモノマーとしたカルド型
芳香族ポリエステルの合成と評価, 第 65 回高分子学会討論会, 横浜市 (2016.9)
31. 安達尚人, 新史紀, 山崎慎一, 木村邦生：重合相変化により調製したアラミド中空微粒子の
粒径制御, 第 65 回高分子学会討論会, 横浜市 (2016.9)
32. 吉井智哉, 山崎慎一, 木村邦生：低分子量環状ポリエチレンの結晶化に及ぼすトポロジー効
果, 平成 28 年度繊維学会年次大会, 東京都 (2016.6)
33. 齊藤純希, 山崎慎一, 木村邦生：直鎖状ポリエチレンと環状ポリエチレンブレンド系の流動
場結晶化挙動－両成分の分子量の効果－, 第 65 回高分子学会年次大会, 神戸市 (2016.5)
34. 永禮英明, 野村洋平, 南方大輔, 深堀秀史, 水野忠雄, 西村文武, 藤原拓：イミダゾリウム系
イオン液体のオゾン分解, 第 25 回日本オゾン協会年次研究講演会, 京都市 (2016.5)
35. 永禮英明：アスタキサンチン生産をともなう新たな下水処理プロセスの開発, 第 53 回下水
道研究発表会, 名古屋市 (2016.7)
４．特別講演等 
1.  西村伸一：堤防の内部診断とリスク評価，平成 28 年度中国地方建設技術開発交流会基調講
演，岡山市 (2016.11)
2. 西村伸一：豪雨土砂災害の発生機構と対策について，信州大学環境講演会 2016，長野県上
伊那郡南箕輪村 (2016.12)
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